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（民間他社との連携方式の変更） 

令和７年７月２５日に牛久シャトー株式会社事業再生計画策定のための有識者会議から牛久

市長あて提出された標記計画案においては、民間他社の活力を活用するための連携方式につい

て、民間他社と牛久シャトー株式会社が共同事業体を構成し、当該共同事業体が運営を担うこと

を想定していましたが、答申後における関係者との協議を踏まえ、今般、牛久シャトー株式会社

から民間他社への業務委託方式により行うこととして、修正を行い、市の計画として決定いたし

ました。決定した事業再生計画のポイントは以下の通りです。 

 

 

牛久シャトー株式会社 事業再生計画のポイント 

 

1．計画策定の趣旨及び事業再生のロードマップ 

今回の計画は、第 1 段階として、窮境に陥った要因の排除と、民間活力を更に活用するため

の仕組の構築を主眼として策定。今後第 2 段階として、1～2 年以内に民間パートナー企業と協

議し、具体的な経営改善のための実施計画と財務改善計画を「合理的で実現性の高い計画」とし

て策定  

 

2．債務超過に陥った要因 

① 重要文化財管理等の公的役割を考慮しない想定と過大な賃料負担 

② 株主・経営陣の危機意識欠如と脆弱な経営管理体制 

③ 企画経営力不足とシャトーの看板頼みの集客 

 

3．市が講ずる事業再生策 

(1)牛久シャトーのあり方の見直し 

 ・市が設置する文化観光公園として、観光及び市民の憩いの場を目指す 

(2)条例制定及び指定管理制度の導入 

 ・牛久シャトーを市が設置し管理する条例を制定（牛久シャトーの公設化） 

 ・指定管理者制度を導入し、市から指定管理者に管理運営を委託 

 ・指定管理は、本来市が担うべき施設の管理運営の委託であり、賃貸料は徴しない 

 ・施設維持管理及び植栽管理に必要な経費は、市が指定管理料として交付 

 

定例記者会見資料２ 

 

牛久シャトー株式会社事業再生計画の市における決定 

及び牛久シャトー設置管理条例案について 

第 1 牛久シャトー株式会社事業再生計画の市における決定について 



 

 

(3) 民間他社の活力活用 

 ・業務委託など牛久シャトー㈱が民間他社と連携して指定管理を担う仕組みを構築 

 ・民間パートナー企業は、公募により、最も優れた企画を持つ企業を選定 

 

4．経営改善 

所有者の理解・協力のもと、指定管理者と協議検討して運営計画を策定する。所有者の理解・

協力のもと、指定管理者と市が協議し、必要な公園整備の検討とあわせ、概ね 1～2 年以内に設

備投資計画などの検討が必要。改革の方向性は下記の通り。 

 ・民間パートナー企業のノウハウを活用した誘客・企画機能の強化 

 ・売店部門への直売機能の導入や商品構成の見直しの検討 

 ・レストランのより低価格帯のサービス提供や地元食材料理提供等の検討 

 ・ワインのリブランディングの検討及びぶどうの安定的確保・栽培管理充実 

 ・遊休施設の活用（旧チャペル、旧テラス・ドゥ・オエノン） 

→経営改善目標：指定管理会計利益ベースで年間 2千万円以上 

 

5．目途とする指定管理導入スケジュール 

２０２５年内    定例会に牛久シャトー設置管理条例を上程 

２０２６年１月以降 牛久シャトー㈱において業務委託を行う民間業者を公募開始 

      ９月   令和８年第３回定例会において業務委託を行う民間事業者を公募開始 

２０２７年４月   指定管理開始 

 

【参考】 

牛久シャトー株式会社について 

  名  称  牛久シャトー株式会社 

  設  立  令和 2年（2020 年）1月 6日 

  代 表 者  代表取締役 沼田 和利（牛久市長） 

  資 本 金   9,512 万円（牛久市 9,500万円 個人 12万円） 

  主な事業内容 

  ・重要文化財の保全及び有効活用 

  ・喫茶、レストランの経営 

  ・牛久シャトーを活用したイベントの企画、運営 

  ・地場産品、特産物、地域発土産品の開発及び販売 

  ・駐車場の管理、運営 

 

  



 

 

 

 

（1）設置管理条例案について 

 事業再生計画において制定することとしている標記条例案について、以下の概要のとおり、令

和 9 年 4 月から市の文化観光公園として牛久シャトーを設置し、市出資団体が指定管理を担うこ

ととする条例案を 12月議会へ上程いたします。 

 

（2）賃貸料を減額する歳入補正予算の上程について 

標記条例の制定にあわせ制定月以降の牛久シャトー株式会社への賃貸料を無償化する歳入補正

予算を上程いたします。 

補正額 △18,480千円  （2025年 12月から 2026年 3月分の月額賃料相当分） 

（減額前）55,440千円  （減額後）36,960千円 

 

 

牛久市文化観光公園牛久シャトーの設置及び管理に関する条例案の概要 

1．設置（第 2条関係） 

  市を代表する歴史的建造物であり、国指定重要文化財であるシャトーカミヤ旧醸造場施設を

保全及び活用することにより、文化観光を推進するとともに、市民に休息又は散策などの憩い

の場を提供するため、牛久市文化観光公園牛久シャトーを設置する。 

 

2．指定管理者による管理（第 6条関係） 

地方自治法第 244条の 2第 3項の規定に基づき、議会の議決を経て、牛久シャトーの管理を、

牛久市が出資する法人であって市長が指定するものに行わせることができる。 

 

3．開園時間及び休園日（第 7条関係） 

開園時間 午前 8時 30分から午後 9時 30分 

休 園 日 1月 1日および 12月 31日 

 

4．指定管理者が行う業務（第 11条関係） 

   (1) 牛久シャトーの施設及び設備の維持管理に関する業務 

(2) 市民に憩いの場を提供するため園内の維持を図る業務 

(3) 牛久シャトーに関する資料の展示に関する業務 

(4) 歴史教育及び文化振興に関する業務 

(5) ワイン文化の保全に関する業務 

(6) 文化観光及び地域振興のためのサービスの提供に関する業務 

(7) 牛久シャトーの開園時間及び休園日の臨時の変更に関する業務 

(8) 施設等の利用の許可及び利用の許可の取消し等に関する業務 

(9) 第 20条で定める利用料金の徴収に関する業務 

(10) 前号に掲げるものの他、市長が必要と認める業務 

第２ 牛久シャトー設置管理条例案について 

 



 

 

5．指定管理者の管理の期間（第 12条関係） 

  5年以内 

 

6．利用料金の納付等（第 20条、第 21条関係） 

  利用料金は、別表に掲げる額の範囲内において、市長の承認を得て、指定管理者が定める。 

  利用料金は、指定管理者に収受させる。 

 

7． 施行の期日（付則関係） 

  令和 9年 4月 1日から施行。必要な準備行為は、施行前においても行うことができる。 

 

8．利用料金（別表関係） （単位：円） 

 金額 

本館 550／人・回 

駐車場 2,400／台・日 

 

行為 単位 区分 園内 各施設 

(1)物品の販売、募金その他これ

らに類する行為 
1 日 

市内 146,300 146,300 

市外 220,000 220,000 

(2)業として行う写真の撮影 1 時間 
市内 11,000 11,000 

市外 16,500 16,500 

(3)業として行う動画の撮影 1 時間 
市内 16,500 16,500 

市外 24,750 24,750 

(4)競技会、展示会、博覧会その

他これらに類する催し 
1 日 

市内 146,300 146,300 

市外 220,000 220,000 

(5)興行 1 日 
市内 146,300 146,300 

市外 220,000 220,000 

(6)広告の表示 1 月   22,000 ― 

 

お問い合わせ 

環境経済部シャトー再生推進課 

担当：木本 

TEL：029-874-3121 


